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注意事㡯 

(1) 使用できるもの㸸㯮鉛筆・シャープペンシル・プラスチック製の消しゴム・小型鉛筆

削り、時計等「受㦂者心得」で指示したもの、模擬講義資料。 

(2) 受㦂番号欄は各答案用紙の解答欄と評点欄の㸰か所、氏名欄は解答欄に㸯か所ありま

す。受㦂番号は㸳けたの数字を枠内に㸯字ずつ明確に記入してください。 

(3) 受㦂番号および氏名を指示されたところ以外に記入した場合や受㦂番号の数字が判

別できない場合、採点の対象になりません。 

(4) 解答は、㯮鉛筆またはシャープペンシルで答案用紙の所定の枠内に明確に記入してく

ださい。 

(5) 答案用紙の裏㠃には何も記入してはいけません。

(6) 答案用紙に指示された以外のことを記入しても採点の対象になりません。

(7) 日本語で字数指定のある解答については、句読点も㸯字に数えます。㸰けた以上の算

用数字は、答案用紙の㸯マスに㸰けたの数字を記入し、㸯字に数えます。なお、アルフ

ァベットは算用数字に準じます。  㸳 

例㸸 「 㟷 か っ た 。 」 㸵字    / 20 20 㸰字 / 

bo ok 㸰字 



このページは白紙です。



㸯㸬(配点率 5㸣) 講義での解説及び資料を参考に、下の問㸯㹼問㸳に答えなさい。 

問㸯 レイ・カーツワイルの著書で、シンギュラリティは何年に起きると言われているか。西暦で

答えなさい。 

問㸰 ディープラーニングを日本語で何というか。漢字 4文字で答えなさい。  

問㸱 Society 2.0はࠊ何社会といえるか。「○○社会」の○○を漢字 2文字で答えなさい。 

問㸲 神戸大学が開発した手術補助ロボットの名は何か。カタカナ 4文字で答えなさい。  

問㸳 「IoT」とは何の略か。英語で答えなさい。 
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㸰㸬(配点率 20㸣) AI の第㸱次ブーム㸦2000 年代㹼現在㸧で、機械学習、特にディープラーニングが発
達し、AIが㣕躍的な発展を遂げた。ディープラーニングが発達することが可能になった社会的背景とは
何か。【資料㸯】、【資料㸰】を基に、240字以内で説明しなさい。 
ただし、講義において説明された、ディープラーニングの特徴を明らかにしたうえで説明すること。 

【㈨ᩱ㸯】「CPU※ ₇⟬㏿度の向上 」 

【㈨ᩱ 2】「ᵓ㐀化データと㠀ᵓ㐀化データの伸び(イメージ) 」 

(出典) 総務省 「通信自由化以降の通信政策の評価と ICT 社会

の未来像等に関する調査研究」(平成 27 年)  

※CPU(中央演算処理装置) 㸸コンピューターの計算処理を左右す

る中心的装置 

(出典) 総務省「情報流通・蓄積量の計測手法の検討に係る調査研究」(平成 25 年) 
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著作権保護の観点から、データは掲載していません。

著作権保護の観点から、データは掲載していません。



㸱㸬(配点率 30㸣)【資料㸱】は、日本の今後の年㱋階級別人口の推計を示したグラフである。このグラフ

のデータから推測できる社会問㢟を㸰つ挙げて、その問㢟の解決や改善に AIがどのように貢献すること
ができるかをそれぞれ、160字以内で説明しなさい。 

ただし、活用する AIは、講義の説明や資料の中から示し、どのような社会問㢟を、どのような AIの
活用によって、どのように解決または改善できるかを説明すること。 

【㈨ᩱ㸱】「今後の年㱋㝵⣭別人口の᥎ィ」 

㸦出典㸧厚生労働省 中央社会保険医療協議会㸦平成 28年㸧資料「医療と介護を取り巻く現状と課㢟等」 
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著作権保護の観点から、データは掲載していません。



㸲㸬(配点率 25㸣) 次の英文は、AIの危険性について述べられたものである。 

この英文を読んで後の問㸯、問㸰に答えなさい。 

HOW CAN AI BE DANGEROUS? 
①Most researchers agree that a superintelligent AI is unlikely to exhibit human emotions like love
or hate, and that there is no reason to expect AI to become intentionally benevolent or malevolent. 
Instead, when considering how AI might become a risk, experts think two scenarios most likely: 

1. The AI is programmed to do something devastating: Autonomous weapons are artificial intelligence
systems that are programmed to kill. In the hands of the wrong person, these weapons could easily 
cause mass casualties. Moreover, an AI arms race could inadvertently lead to an AI war that also 
results in mass casualties. To avoid being thwarted by the enemy, these weapons would be designed 
to be extremely difficult to simply ́ turn off,µ so humans could plausibly lose control of such a situation. 
This risk is one that·s present even with narrow AI, but grows as levels of AI intelligence and 
autonomy increase. 

2. The AI is programmed to do something beneficial, but it develops a destructive method for achieving
its goal: This can happen whenever we fail to fully align the AI·s goals with ours, which is strikingly 
difficult. If you ask an obedient intelligent car to take you to the airport as fast as possible, it might 
get you there chased by helicopters and covered in vomit, doing not what you wanted but literally 
what you asked for. If a superintelligent system is tasked with an ambitious geoengineering project, 
it might wreak havoc with our ecosystem as a side effect, and view human attempts to stop it as a 
threat to be met. 

As these examples illustrate, ②the concern about advanced AI isn·t malevolence but competence. A 
super-intelligent AI will be extremely good at accomplishing its goals, and if those goals aren·t aligned 
with ours, we have a problem. You·re probably not an evil ant-hater who steps on ants out of malice, 
but if you·re in charge of a hydroelectric green energy project and there·s an anthill in the region to 
be flooded, too bad for the ants. A key goal of AI safety research is to never place humanity in the 
position of those ants.  

【注】 

malevolent㸸悪意のある  inadvertently㸸意図せずに be thwarted㸸妨害される   plausibly㸸㹼しやすく  

narrow AI㸸特化型 AI     align㸸一致させる   geoengineering㸸地球工学     wreak havoc㸸台無しにする 

問㸯 下線部①を和訳しなさい。 
問㸰 ⑴下線部②を文意が分かるように適語を補って和訳しなさい。 

⑵下線部②が示す内容を、本文中の AI 搭載の自動運転車の具体例を用いて、130 字以内で説明し
なさい。
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著作権保護の観点から、問題文は掲載していません。



㸳㸬(配点率 20㸣)【資料㸲】は、「AI時代に必要な力」について述べられた資料である。また、【資料
㸳】は、㧗校の「総合的な探究の時間」の目標に関する文部科学省の資料である。この㸰つの【資料】

を関連づけて、㧗校において「総合的な探究の時間」が実施される理由を、「AI時代に必要な力」とい
う観点から、270字以内で説明しなさい。 
ただし、「AI時代に必要な力」と「総合的な探究の時間」の目標の内容を具体的に説明すること。 

【資料㸲】 
▱ぬする力、⏕命力、人㛫力 

データ×AIの力を解き放てば、情報の識別、予測、また目的が明確なことの実行系はことごとく自動
化される。これは確かに偉大なことだが、これらの業務から解き放たれてなお、人間に残る役割がある。

自分なりに見立て、それに基づき方向を定めたり、何をやるかを決めること、また問いを立て、さらに人

を動かすことだ。 
例えば、データ×AI時代が進むとこれまではまったく検出できなかった稀

まれ

な異常値がどんどん見つか

ってくるだろう。それを見て全体としてどう考えるか、新しい問いを立てられるかは明らかに僕らにか

かっている。キカイはそういう事例をどんどん吐き出すが、そこから先を考えることができないからだ。

それを見立て、新たに問いを立て深い気付きを得られるかは、活動の目的や文脈、さまざまなことに照ら

し合わせて、何かを嗅ぎ分ける力㸦“嗅覚”㸧、統合して意味合いを考える力㸦洞察力㸧の有無にかかって

いる。 
 また、ほしい姿をデザインする際のべースになるのは、夢を描く力、妄想力、そして自分なりに見立て

る力だ。キカイが出してくる指示をそのまま伝えても多くの人は動かない。まずは自分が腹落ちした上

で、それぞれの人たちに、これまでの文脈、これからのビジョンも合わせて、受け手に合わせて説明し、

腹落ちしてもらい、動かすのも僕らの大事な仕事になる。 
昨今、時代の変化の激しさと日本の現状のために、データ×AIリテラシーのことばかりが強調されて

いるが、上記の理由で、残念ながら片手落ちと言える。むしろその人なりに感じ、考える力がなければ、

自分なりの妄想やデザインなどしようがなく、新しいタイプの㠀自由民、使われるだけの人になってし

まう可能性すらある。映画『マトリックス(原㢟㸸The Matrix)』 3 部作で描かれたデータジェネレータ
ー(データ発㟁機)的な世界だ。そう、逆説的に聞こえるかもしれないが、実はデータや AI の力を解き放
ったときに求められるのは、さまざまな価値やよさ、美しさを知覚する力であり、人としての生命力、人

間力になる可能性が㧗い。一見異なる㸰つの力がサンドイッチ的に必要になる。キカイの強さを解き放

ちつつ、人間の強さを活かす、そんな時代に突入しているのだ。 

ᮏ≀のㄢ㢟ゎỴに AIは↓力 
我々の仕事の多くは課㢟を複合的に解決する知的生産だ。この視点で俯瞰

ふ か ん

すると、意志を持たず、人間

のように知覚もできない AIはほとんどのステップに対応することができない。ボトルネックしかない状
況にある。 

 課㢟解決を行う場合、まず、ありたい姿や目標を、意志に基づいて決める必要がある。そして現状を

見立てて、解決すべき点㸦問㢟)を整理・分析し、具体的な策を関係者に伝える。 

しかし、AIはそもそも我々のように知覚することができないので現状の見立てや常識的な判断もでき
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著作権保護の観点から、問題文は掲載していません。



ない上、前例が少ないと課㢟一つ評価できない。ヒラメキもなく、文脈がわからないので正しい問いも生

み出せない。課㢟解決のキモの 1 つである枠組みのデサイン、課㢟の切り分けもできない。当然ながら
相手を理解し、人を見て適切にコミュニケートする力もない。本物の課㢟解決において AIはほとんど無
力なのである。 

 㸦出典㸸安宅和人『シン・ニホン AI×データ時代における日本の再生と人材育成』㸧 

【資料㸳】 

 探究の見方・考え方を働かせるということを目標の冒㢌に置いたのは㸪探究の重要性に鑑み㸪探究の

過程を総合的な探究の時間の本質と捉え㸪中心に据えることを意味している。総合的な探究の時間にお

ける学習では㸪問㢟解決的な学習が発展的に繰り返されていく。これを探究と呼ぶ。なお㸪小中学校に

おける総合的な学習の時間では㸪「探究的な見方・考え方を働かせる」としているのに対して㸪総合的

な探究の時間では「探究の見方・考え方を働かせる」としている。 

生徒は㸪①日常生活や社会に目を向け

た時に湧き上がってくる疑問や関心に

基づいて㸪自ら課㢟を見付け㸪②そこ

にある具体的な問㢟について情報を収

㞟し㸪③その情報を整理・分析した

り㸪知識や技能に結び付けたり㸪考え

を出し合ったりしながら問㢟の解決に

取り組み㸪④明らかになった考えや意

見などをまとめ・表現し㸪そこからま

た新たな課㢟を見付け㸪更なる問㢟の

解決を始めるといった学習活動を発展

的に繰り返していく。要するに探究と

は㸪物事の本質を自己との関わりで探り見極めようとする一連の知的営みのことである。 

 探究においては㸪次のような生徒の姿を見いだすことができる。事象を自己の在り方生き方を考えな

がら捉えることで㸪感性や問㢟意識が揺さぶられて㸪学習活動への取組が真剣になる。自己との関わり

を意識して課㢟を発見する。広範な情報源から多様な方法で情報を収㞟する。身に付けた知識及び技能

を活用し㸪その有用性を実感する。議論を通して問㢟の解決方法を生み出す。概念が具体性を増して理

解が深まる。見方が広がったことを喜び㸪更なる学習への意欲を㧗める。このように㸪探究において

は㸪生徒の豊かな学習の姿が現れる。ただし㸪この①②③④の過程を固定的に捉える必要はない。物事

の本質を探って見極めようとするとき㸪活動の㡰序が入れ替わったり㸪ある活動が重点的に行われたり

することは㸪当然起こり得ることだからである。 

㸦出典㸸文部科学省『総合的な探究の時間編 㧗等学校学習指導要㡿㸦平成 30年告示㸧解説』㸧 

―――― 問㢟は以上 ―――― 
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著作権保護の観点から、問題文は掲載していません。



このページは白紙です。
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